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世界唯一の特殊繊維「ナノ多孔ファイバー」を開発。

リウマチやアレルギーなどの新薬開発に大きな一歩！
インターロイキン18の立体構造を
世界で初めて解明。
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14―15 岐大で生まれるもの。最先端研究の現場。
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岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2014→Mar.2015Topics

　「クールジャパンを支える微生物学」をテーマに「岐阜
シンポジウム」を開催しました。国家戦略の“クールジャ
パン”の遂行には微生物学が重要な役割を担っているこ
とが紹介されました。名古屋大学大学院経済学研究科の
佐藤宣之教授が基調講演
を行い、本学からは応用生
物科学部の中川智行教授、
生命科学総合研究支援セ
ンターゲノム研究分野の
須賀晴久准教授、大学院
医学系研究科の江崎孝行
教授が講演しました。

　一流の研究者や企業人を招き、年数回開催している「岐阜大学フォー
ラム」。11月5日（水）の第42回では、名和昆虫博物館館長の名和哲夫
氏が「昆虫と環境～昆虫から自然を楽しく学ぶ～」と題して、動物界の
ピラミッドの底辺をなす昆虫類の重要性について述べられました。12
月8日（月）の第43回では、首都大学東京理事副学長の江原由美子氏
が「グローバル化時代の大学のダイバーシティ推進～男女共同参画を
ふまえて～」をテーマに講演されました。1月26日（月）の第44回では、
高知大学副学長の受田浩之氏が「地方創生における大学の役割～課題
先進県の再生を目指して～」について、岩手大学教授の小野寺純治氏
が「産学官連携による地域リノベーションへの取り組み～ INSから始
まった地域連携活動と苦悩～」について話されました。

第42・43・44回
岐阜大学フォーラムを開催しました

　医学部・同附属病院が現在地に移転してから10年が経
過し、記念行事が行われました。教職員や在校生、同窓生
など約70人が参加した「ホームカミングデイ」では、歴
代病院長が歩みと今後の展望を語る座談会や、OB・OG
によるスピーチ、意見
交換会などを開催。ま
た、「記念式典」には
約100人が出席し、移
転10周年を祝うととも
に未来への期待が語ら
れました。

第29回 岐阜シンポジウムを開催しました 岐阜大学医学部・同附属病院
移転10周年記念行事を開催しました

平成26年11月5日（水）・12月8日（月）・平成27年1月26日（月）

平成26年11月22日（土）

第66回 岐大祭を開催しました
テーマは「つむぐ」

　「岐大祭」は、学生の正課研究、学術文化活
動および課外活動の祭典です。今年のテーマ
は「つむぐ」。人との“つながり”、当日までの“物
語”、岐大祭を思う“心”を大切にし、それらを

「つむぐ」場を提供したいとの願いが込められ
ました。
　毎年恒例のみこしまつりをはじめ、コスプレ
コンテスト、お笑いライブなどが開かれ、ゼミ
やサークル、各種有志グループが学生主体で祭
りを創り上げました。あいにくの天候にも関わ
らずたくさんの方々にご来場いただき、盛況の
うちに終了しました。ありがとうございました。

平成26年10月30日（木）～11月2日（日）

平成26年11月1日（土）
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